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2

JAあそだより No.146

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
３
月
23
日
、
地
域
農
畜
産

物
の
価
値
向
上
と
販
路
拡
大
を
目
的
に

「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」を

設
立
し
ま
し
た
。
設
立
総
会
で
は
、
生
産

者
や
流
通
・
販
売
を
担
う
会
員
事
業
者

（
米
穀
事
業
者
・
青
果
物
卸
業
者
）な
ど

の
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
「
阿
蘇
ブ
ラ

ン
ド
」の
確
立
と
浸
透
を
目
指
す
新
た
な

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

阿
蘇
地
域
は
、
世
界
最
大
級
の
カ
ル
デ

ラ
と
広
大
な
草
原
を
有
し
、
世
界
農
業
遺

産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
も
認
定
さ
れ
た
国

内
有
数
の
農
業
地
帯
。
こ
れ
ま
で
豊
か
な

自
然
環
境
と
共
生
し
な
が
ら
、
多
様
で
高

品
質
な
農
畜
産
物
を
生
産
し
、
消
費
者
へ

届
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
生
産
コ
ス
ト
や
燃
料

費
の
高
騰
、
担
い
手
不
足
、
消
費
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
で
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
、
持
続
可

能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
良
い

も
の
を
作
る
」
だ
け
で
な
く
、
差
別
化
さ

れ
た
価
値
の
創
出
と
発
信
力
を
備
え
た
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
「
作
る
・
支
え
る
・
届
け

る
」の
各
段
階
が
連
携
し
、
統
一
コ
ン
セ

プ
ト
の
策
定
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
阿
蘇
ブ
ラ

ン
ド
認
定
基
準
の
策
定
づ
く
り
を
進
め
、

阿
蘇
の
風
土
や
歴
史
、
技
術
を
生
か
し
た

付
加
価
値
の
高
い
商
品
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
市
場
に
お
け
る
優
位
性
の
確
保
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

販
促
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
県
内
外
で
の
認

知
度
向
上
を
目
指
す
ほ
か
、
首
都
圏
や
海

外
市
場
へ
の
販
路
開
拓
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
加
え
て
、
品
質
管
理
体
制
の
強

化
や
観
光
・
商
工
・
行
政
と
連
携
し
た
地

域
全
体
の
魅
力
発
信
を
進
め
〝
阿
蘇
〞
ブ

ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
げ
る
計

画
で
す
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
挨
拶
で
「
生
産
者

が
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組

め
る
環
境
を
整
え
、
次
世
代
の
担
い
手
確

保
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。
地
域
全
体
で
ブ

ラ
ン
ド
を
育
て
、
持
続
可
能
な
阿
蘇
農
業

の
実
現
を
図
り
た
い
」と
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
設
立
を
契
機
に
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
は

さ
ら
に
生
産
者
所
得
の
向
上
や
担
い
手
の

確
保
・
育
成
を
図
り
、
阿
蘇
農
業
の
持
続

的
発
展
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

方
針
で
す
。（
写
真
上
＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
設
立
総
会
の
様
子
）

『ＪＡ阿蘇ブランド推進協議会』設立

生産者の所得向上、担い手の確保・育成、阿蘇農業の持続的発展と地域活性化をさらに推し進める

〝阿蘇ブランド〟の確立と浸透で選ばれ続ける産地を築く

設立総会で挨拶をする
原山組合長
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令
和
８
年
１
月
29
日
、
ホ
テ
ル
熊
本
テ

ル
サ
で
第
66
回
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
経
営
体
部
門
で
下
村
委
也

さ
ん
・
千
絵
さ
ん
夫
妻（
阿
蘇
市
）、新
人
王
部

門
で
松
岡
祐
輝
さ
ん
・
明
日
香
さ
ん
夫
妻

（
南
阿
蘇
村
）、地
域
農
力
部
門
と
グ
リ
ー
ン
農

業
賞
で
社
会
福
祉
法
人
小
国
町
社
会
福
祉
協

議
会（
佐
藤
旨
人
会
表
）、地
域
貢
献
賞
で
佐
藤

由
孝
さ
ん（
小
国
町
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

  

受
賞
者
と
取
り
組
み

◆
経
営
体
部
門
『
優
良
賞
』

　
下
村
委
也
さ
ん
・
千
絵
さ
ん
夫
婦

　

単
棟
ハ
ウ
ス
29
棟
を
１
カ
所
に
団
地
化

す
る
こ
と
で
合
理
的
な
作
業
管
理
が
可
能

と
な
り
、
夏
秋
ト
マ
ト
の
高
い
反
収
の
維

持
と
計
画
的
な
規
模
拡
大
を
両
立
。
地
域
の

担
い
手
と
し
て
水
田
作
も
行
い
、
自
動
操
舵

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ド
ロ
ー
ン
等
の
導
入
や
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
ク
で
の
出
荷
に
よ
る
省
力
化
と
効

率
化
を
追
求
。
離
農
農
地
を
積
極
的
に
引
き

受
け
地
域
農
業
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。

◆
新
人
王
部
門
『
優
良
賞
』

　
松
岡
祐
輝
さ
ん
・
明
日
香
さ
ん
夫
妻

　

他
産
業
従
事
後
、
起
業
の
夢
を
か
な
え

る
た
め
、
明
日
香
さ
ん
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

南
阿
蘇
村
へ
移
住
し
て
新
規
参
入
。
就
農

４
年
目
か
ら
新
た
な
農
業
師
匠
と
の
交
流

に
よ
り
飛
躍
的
に
反
収
を
向
上
し
、
生
産
部

会
ト
ッ
プ
の
実
績
。
生
産
部
会
内
に
青
年
部

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
生
産
部
会
全
体
の
収

量
向
上
の
取
り
組
み
も
牽
引
し
て
い
る
。

◆
地
域
農
力
部
門
『
優
良
賞
』

◆
グ
リ
ー
ン
農
業
賞

　
社
会
福
祉
法
人
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
佐
藤
旨
人
会
長
）

　

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
六
次
産
業
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
機
に
農
業
に
参
入
し
、

障
が
い
者
の
働
く
場
を
創
出
。
希
少
大
豆

を
栽
培
し
、
堆
肥
の
活
用
に
よ
る
無
化
学

肥
料
・
減
農
薬
栽
培
を
実
践
。
大
豆
加
工

品
を
農
福
連
携
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
で

販
売
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
も
使
用
。
耕
作
放
棄
地
を
受
け
入

れ
、
一
部
観
光
農
園
化
し
保
育
園
児
の
収

穫
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

◆
地
域
貢
献
賞

　
佐
藤
由
孝
さ
ん

　

様
々
な
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域

農
業
の
維
持
・
発
展
に
寄
与
。
主
力
の
大
根

部
会
で
は
部
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
部
会
全

体
で
大
根
洗
浄
機
を
導
入
し
、
作
業
効
率
や

品
質
向
上
に
取
り
組
み
、
ダ
イ
コ
ン
産
地
と

し
て
の
生
産
基
盤
確
立
に
貢
献
。
ま
た
、
専

用
袋
に
よ
る
青
果
販
売
や
加
工
用
出
荷
な
ど

の
新
た
な
所
得
向
上
対
策
に
加
え
、
部
会
活

動
に
お
け
る
女
性
参
画
を
推
進
し
て
い
る
。

熊本農業を牽引する優れた農業者を称える「第66回熊本県農業コンクール大会」
ＪＡ阿蘇管内より3生産者と1団体を表彰

受賞した方々＝左から松岡さん夫妻、下村さん夫妻、佐藤由孝さん、小国町社会福祉協議会の佐藤旨人さんと関係者
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第
59
回
熊
本
県
野
菜
振
興
大
会

野
菜
園
芸
功
労
者
と
し
て

室　

治
夫
さ
ん（
阿
蘇
市
）

志
賀
泰
次
さ
ん（
産
山
村
）を
表
彰

　

熊
本
県
や
県
内
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
熊
本
な
ど
で
構
成
す
る
一
般
社
団
法
人

熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
は
２
月
６
日
、
熊

本
市
の
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
で
「
第
59
回

熊
本
県
野
菜
振
興
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
の
野
菜
生
産
者
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ａ
・
行
政
・
市
場
・
輸
送
関
係
者

ら
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
や
組
織
の
枠
を

超
え
た
連
携
に
よ
る
生
産
力
・
販
売
力
の

強
化
を
誓
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
県
野
菜
振
興
の
た
め
の
課
題

認
識
と
意
識
統
一
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
２

年
に
１
回
開
か
れ
て
お
り
、
１
９
６
０
年
か

ら
続
く
歴
史
と
実
績
あ
る
催
事
で
す
。

　

大
会
で
は
主
催
者
挨
拶
や
来
賓
祝
辞
に

続
き
、
熊
本
県
の
野
菜
振
興
に
貢
献
し
た

個
人
・
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
か
ら
は
、
野
菜
園
芸
功

労
者
と
し
て
阿
蘇
市
の
室
治
夫
さ
ん
と
産

山
村
の
志
賀
泰
次
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
、

長
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
優
良
事
例
の
発
表
、
専
門
家

に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

最
新
の
情
報
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

大
会
の
最
後
は
生
産
者
に
よ
る
力
強
い

決
意
表
明
と
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
参

加
者
全
員
に
よ
る
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」

で
、
熊
本
県
産
野
菜
の
さ
ら
な
る
発
展
と

産
地
強
化
に
向
け
た
一
致
団
結
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
開
催
50
回
を
記
念

植
木
ま
つ
り
発
展
に
寄
与
し
た

　
　

功
績
で
藤
川
造
園
さ
ん
を
表
彰

　

ひ
と
足
早
い
〝
春
の
訪
れ
〞
を
感
じ
さ

せ
る
「
第
50
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
」
が
１

月
24
日
か
ら
２
月
23
日
ま
で
熊
本
県
農
業

公
園
（
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

約
６
千
坪
の
会
場
に
庭
木
を
は
じ
め
、

花
鉢
・
苗
物
・
庭
園
・
地
域
自
慢
の
特
産

物
な
ど
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
お
求
め
や
す
い

価
格
で
販
売
さ
れ
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
〝
生
産
者

直
売
〞
な
ら
で
は
の
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
か
ら
参
加
し
た
５
軒
の
生
産
者

も
直
接
説
明
し
な
が
ら
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
24
日
に
は
、
原
山
寅
雄
組
合
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
生
産
者
に
向
け
て
熱
い

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
の
節
目
と
な
る
第
50
回
を

記
念
し
、
第
１
回
か
ら
出
展
し
続
け
、
植

木
ま
つ
り
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ

り
、
藤
川
造
園
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

野菜園芸功労者表彰を受ける志賀泰次さん（写真左）と室治夫さん

写
真
上
＝
表
彰
を
受
け
た
藤
川
造
園

写
真
左
＝
原
山
組
合
長
激
励
の
様
子
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「
ス
マ
ー
ト
農
業
」普
及
・
推
進
に
重
点

第
6
回
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
催

「
青
年
部
に
お
け
る
農
政
活
動
と
は
…
」

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
が
Ｊ
Ａ
上
川
青
年
部

協
議
会
を
訪
問
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
第
６
回
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
は
１
月
23
・
24
日
に
南
部
会
場

（
白
水
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）、１
月
30
・
31
日

に
中
北
部
会
場
（
米
倉
庫 

米
夢
）
の
２
会

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
主
要
農
業

機
械
を
実
際
に
見
て
・
触
れ
て
・
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
加
え
て

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し

た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
普
及
・
推
進
に
も

重
点
を
置
い
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。　

  

会
場
で
は
、
作
業
効
率
の
向
上
や
省
力
化

を
実
現
す
る
最
新
機
種
の
展
示
に
加
え
、

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
関

心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
将
来
の
農
業
経
営
の

参
考
に
な
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
両
会
場
と
も
終
了
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
１
月
21
日
、
北

海
道
を
訪
れ
Ｊ
Ａ
上
川
青
年
部
協
議
会
と

合
同
で
「
青
年
部
活
動
に
お
け
る
農
政
活

動
へ
の
携
わ
り
方
」
と
題
し
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
上
川
青
年
部
協
議
会
と
は
２
０
０
０
年

５
月
に
相
互
交
流
を
開
始
以
来
、
営
農
技
術

の
向
上
や
農
政
へ
の
提
言
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
全
国
初
の
友
好
締
結
を
交
わ

し
、
今
年
で
26
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
両
Ｊ
Ａ
か
ら
27
名
が
参
加
し
、

農
政
に
関
わ
る
青
年
部
活
動
の
意
義
や
、

農
業
現
場
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
一
個
人
で
の
要
望
や
意

見
は
通
り
に
く
い
。
青
年
部
団
体
と
し
て
一

致
団
結
し
、
現
場
の
意
見
を
農
政
に
届
け
る

こ
と
が
大
事
」
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
ま

た
双
方
の
青
年
部
も
昨
今
の
農
業
情
勢
を
把

握
し
、
要
望
だ
け
で
は
な
く
自
ら
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
組
織
は
昨
年
２
月
に
参
議
院
会
館
を

訪
問
し
、
双
方
選
出
の
国
会
議
員
へ
「
持

続
的
な
農
業
・
農
村
の
実
現
に
向
け
た
要

請
書
」
を
提
出
し
て
お
り
、
本
年
２
月
に

開
催
さ
れ
た
第
72
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会

時
に
も
再
度
訪
問
し
、
要
請
書
に
対
す
る

進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

ＪＡ阿蘇青壮年部とＪＡ上川青年部協議会盟友の皆さん

写真（上）＝ＪＡ上川青年部協議会とのディス
カッションの様子／写真（下）ＪＡ阿蘇青壮年
部盟友の皆さん

写真（右）＝アグリイノベーション開会式の様子
／写真（上・下）会場で展示されたトラクターや
最新の農業機器やツール
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令
和
７
年
度
農
機
実
販
推
進
運
動
成
果

大
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
４
月
か
ら
10

月
の
実
販
推
進
運
動
、
11
月
か
ら
12
月
の

初
荷
推
進
運
動
で
農
機
販
売
、
修
理
技
術

料
の
実
績
上
位
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
か
ら
は
修
理
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
セ
ン
タ
ー
賞
で
一
の
宮
農
機
セ
ン
タ
ー

が
１
位
、
阿
蘇
町
農
機
セ
ン
タ
ー
が
２
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

個
人
表
彰
で
は
修
理
サ
ー
ビ
ス
部
門
で

馬
原
幸
男
さ
ん
（
阿
蘇
町
農
機
セ
ン
タ

ー
）
が
１
位
を
受
賞
。
さ
ら
に
推
進
部
門

で
は
井
野
敬
介
セ
ン
タ
ー
長
（
阿
蘇
町
農

機
セ
ン
タ
ー
）
が
２
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
各
部
門
で
健
闘
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
長
野
農
機
セ
ン
タ
ー
統
括

は
「
農
機
販
売
に
つ
い
て
は
米
価
格
高
騰

の
影
響
も
あ
り
、
順
調
に
販
売
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
修
理
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
修
理
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
を
導
入
し
た

こ
と
な
ど
、
地
道
な
営
業
活
動
に
よ
り
点

検
台
数
増
加
に
つ
な
が
っ
た
」
と
語
り
、

今
後
と
も
地
域
農
業
を
支
え
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。
（
写
真
上
＝
令
和
７
年
度
農
機
実
販

推
進
運
動
成
果
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
）

阿
蘇
地
域
集
落
営
農
連
絡
会
会
員

ジ
ェ
イ
カ
ム
ア
グ
リ
黒
崎
工
場
と

農
事
組
合
法
人
富
久
を
視
察
研
修

令和7年度農機実販推進運動成果大会
ＪＡ阿蘇各部門で健闘！

　

阿
蘇
地
域
集
落
営
農
連
絡
会
は
２
月

３
・
４
日
、
県
外
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
同
研
修
に
は
管
内
農
業
生
産
法
人
の

代
表
者
ほ
か
、
熊
本
県
農
業
公
社
・
阿
蘇
地

域
振
興
局
・
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
・
Ｊ
Ａ
阿
蘇

担
当
職
員
の
計
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
離
農
者
の
増
加
や
米
価
格
の
上

昇
に
伴
い
、
地
域
担
い
手
に
お
け
る
受
託

面
積
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反

動
と
し
て
、
担
い
手
の
作
業
効
率
や
労
働

力
軽
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
先
ず
福
岡
県
の
農
事
組
合
法
人

富
久
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
法
人
で
は
以

前
か
ら
労
働
力
の
軽
減
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
数
年
前
よ
り
水
稲
栽
培
に
お
け
る

乾
田
直
播
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
害
虫
対
策
を
目
的
と
し

た
種
子
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
耕
起
・
播
種
・

鎮
圧
を
一
連
化
し
た
播
種
作
業
の
技
術
を

学
び
ま
し
た
。

　

営
農
連
絡
会
の
佐
楢
見
眞
一
会
長
は「
阿

蘇
地
域
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
法
人
（
富
久
）
で
は
解
決
さ
れ
て
い
る
。

今
回
学
ん
だ
技
術
を
持
ち
帰
っ
て
阿
蘇
で
も

実
践
し
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
農
業
経
営
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
初
日
に
は
北
九
州
市
に
あ
る

㈱
ジ
ェ
イ
カ
ム
ア
グ
リ
黒
崎
工
場
を
視
察
。

同
工
場
で
は
水
稲
肥
料
の
製
造
現
場
を
見
学

し
た
ほ
か
、
乾
田
直
播
専
用
肥
料
の
説
明
や

使
用
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

写真右上＝ジェイカムアグリ黒崎工場を視察した連絡会会員
写真上＝富久で乾田直播取り組みの説明を受ける連絡会会員
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２
月
４
日
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
）
の
五
つ
星
外
資
系
ホ
テ
ル
の
厨
房

部
門
を
統
括
す
る
最
高
責
任
者
が
、
Ｊ
Ａ

阿
蘇
の
イ
チ
ゴ
栽
培
現
場
と
パ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
一
行
は
２
月
14
日
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
向
け
、
ホ
テ
ル
の
Ｖ

Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
で
提
供
す
る
極
上
の
食
材
を
厳

選
す
る
こ
と
と
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
す
る
イ
チ
ゴ
の
品
質
を
確
認
す
る
こ
と

を
目
的
に
来
日
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
阿
蘇

の
イ
チ
ゴ
を
手
に
し
た
最
高
責
任
者
は
「
香

り
が
非
常
に
高
く
、
大
粒
で
風
味
も
最
高

だ
」
と
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
イ
チ
ゴ
品
質
を
絶
賛

し
ま
し
た
。

　

パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
視

察
で
は
、
ハ
ー
ト
パ
ッ
ク
や

一
粒
パ
ッ
ク
、
贈
答
用
の
化

粧
箱
な
ど
複
数
の
ア
イ
テ
ム

を
念
入
り
に
確
認
。
用
途
に

合
わ
せ
た
多
彩
な
パ
ッ
キ
ン

グ
な
ど
を
高
く
評
価
し
、
そ

の
場
で
具
体
的
な
発
注
に
向

け
た
商
談
が
ま
と
ま
る
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会

で
は
近
年
、
海
外
輸
出
へ
の

取
り
組
み
を
大
幅
に
強
化
し

て
お
り
、
県
や
Ｊ
Ａ
熊
本
経

済
連
・
Ｊ
Ａ
な
ど
が
農
水
省

の
「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｆ

Ｐ
）」を
積
極
的
に
活
用
。

　

２
０
２
３
年
11
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

販
路
が
な
か
っ
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
向
け
に
青
果
物

の
新
規
開
拓
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

阿
蘇
の
イ
チ
ゴ
は
国
内
に
お
い
て
も
玉

質
や
品
質
の
良
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
品
質
は
海
を
越
え
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
五

つ
星
ホ
テ
ル
や
高
級
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

の
出
荷
を
実
現
し
、
世
界
最
高
峰
の
市
場
に

お
い
て
も
阿
蘇
の
イ
チ
ゴ
が
十
分
に
通
用
す

る
こ
と
を
証
明
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
に
立
ち
会
っ
た
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
は

「
玉
質
や
品
質
の
良
さ
を
世
界
で
も
維
持
で

き
る
よ
う
、
徹
底
し
た
肥
培
管
理
と
選
果

小
城
拓
巳
さ
ん

「
さ
つ
ま
い
も
･
オ
ブ
･
ザ
･
イ
ヤ
ー
」受
賞

殿
堂
入
り
を
目
指
す
西
原
甘
藷
部
会

体
制
を
構
築
し
て
き
た
。
今
回
の
視
察
で

阿
蘇
の
イ
チ
ゴ
が
持
つ
豊
か
な
風
味
や
美

し
い
形
状
が
、
海
外
の
プ
ロ
の
目
に
も
高

く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
な

る
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
受
け
、
阿
蘇
の
イ
チ
ゴ

は
今
後
も
中
東
市
場
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
の
富
裕
層
に
向
け
た
輸
出
拡
大
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
地
域
農
業
の
新
た
な
可
能

性
を
示
す
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
（
写
真
上
＝
阿
蘇
イ
チ
ゴ
の

品
質
を
確
認
す
る
最
高
責
任
者
た
ち
）

ＵＡＥからＪＡ阿蘇へ
イチゴ栽培現場とパックセンター視察
「香りが非常に高く、大粒で風味も最高」

　

西
原
甘
藷
部
会
の
小
城
拓
巳
さ
ん
が
２
月

11
日
か
ら
15
日
ま
で
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
か
れ
た
「
日
本
さ
つ
ま
い
も
サ
ミ
ッ

ト
」
で
〝
さ
つ
ま
い
も
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ

ー
２
０
２
５－

２
０
２
６
〞（
品
種
：
シ
ル

ク
ス
イ
ー
ト
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
は
２
０
１
９
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
全
国
の
生
産
者
か
ら
応
募
を
募
り
、

書
類
審
査
や
実
際
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
用
い
た

食
味
審
査
を
経
て
優
れ
た
生
産
者
や
品
質
を

選
出
す
る
も
の
で
す
。
毎
年
、
全
国
か
ら
多

く
の
生
産
者
が
参
加
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品

質
や
栽
培
技
術
を
競
う
中
、
西
原
甘
藷
部
会

か
ら
は
３
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
小
城
拓
巳
さ
ん
は
「
部
会
か

ら
３
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
、
部
会
員
み

ん
な
で
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
意
識

の
高
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。

今
後
は
も
っ
と
全
国
の
方
に
西
原
村
産
サ

ツ
マ
イ
モ
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
よ
う
に
、

栽
培
管
理
に
力
を
入
れ
、
殿
堂
入
り
と
な

る
３
年
連
続
受
賞
も
目
指
し
た
い
」
と
喜

び
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

担
当
指
導
員
は
「
今
後
も
品
質
向
上
に

繋
げ
る
た
め
、
高
温
対
策
や
病
害
虫
防
除

を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
、
西
原
村
産
サ

ツ
マ
イ
モ
の
魅
力
を
広
く
さ
ら
に
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
（
写
真
上
＝
受
賞
を
喜
ぶ
小
城
さ
ん
ご
家

族
、
左
か
ら
小
城
早
苗
さ
ん
・
小
城
拓
巳
さ
ん
・

小
城
一
也
さ
ん
）
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写真右上＝研修会後のお楽しみ抽選会の様子
写真上＝研修会に参加した実習生の皆さん

ダンボールの製造工程について説明を受ける役職員

工場視察後の意見交換会 製造工程の一連の流れの説明を受ける役職員

日
本
の
文
化
や
ル
ー
ル
学
ぶ
研
修
会

実
習
生
約
１
０
０
名
が
参
加

　
　
　
　
　

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
＝

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
２
月
13
日
、
一
の
宮

中
央
支
所
で
管
内
の
特
定
外
国
人
や
外
国
人

技
能
実
習
生
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
き

ま
し
た
。
研
修
会
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の

実
習
生
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
農
家
か
ら「
日
本

で
の
生
活
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
講
習
会
を
開

い
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
研
修
会

で
は
、
食
中
毒
予
防
や
共
同
利
用
し
て
い
る

宿
舎
の
清
掃
・
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
習
生
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
研
修
会

後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
今
回
で
９
回
目
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
女
性
部
役
員
と
の
調
理
実
習
や
、

日
本
の
気
候
を
学
ぶ
研
修
、
ゴ
ミ
の
分
別

方
法
や
生
活
用
品
の
使
い
方
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
内
容
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
実
習
生
は
「
日
本
の
文
化
や
ル

ー
ル
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
」「
女
性
部
員

や
同
じ
実
習
生
と
交
流
で
き
て
嬉
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
担
当
の
堀
川
美
紀
職
員
は
「
日

本
の
文
化
や
ル
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
食
文
化
や
生
活
に
慣
れ
て
も
ら
い

た
い
。
今
後
も
実
習
生
が
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
造
工
場
を
訪
問

連
携
の
体
制
づ
く
り
や
商
品
知
識
を
共
有

　
　
　

＝
購
買
部
･
購
買
店
舗
役
職
員
＝

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
購
買
部
は
２
月
６
日
、
熊
本

県
内
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
を
訪
問
し
、
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
所
購
買
部
と
各
購
買
店
舗
の
役

職
員
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
製
造
工
程
を
見
学
。

工
場
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
原
材
料
の
投
入
か
ら

成
形
・
加
工
・
仕
上
げ
に
至
る
ま
で
の
一
連

の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
意
見
交
換
の
場
で
本
所
と
購

買
店
舗
の
連
携
体
制
を
は
じ
め
、
商
品
知

識
の
共
有
、
今
後
の
市
場
動
向
や
業
界
情

勢
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
。
双
方
に
と
っ
て
有
意
義
な

視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
職
員
は
「
製
造
現
場
へ
の
理

解
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の

連
携
強
化
に
向
け
た
課
題
と
方
向
性
を
共
有

す
る
機
会
と
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
今
回
の
学
び
を
今
後
の
業
務

に
活
か
し
、
よ
り
高
い
付
加
価
値
を
提
供
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。
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地域活動で活かそう〝あそっ娘☆短期大学〟学びやつながり！

　

３
月
18
日
、
第
12
期
生
と
な
る
２
０
２
５
年
度
あ
そ
っ

娘
短
期
大
学
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
卒
業
生
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し

た
。〝
あ
そ
っ
娘
☆
短
期
大
学
〞
は
Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
が
主

催
し
、
２
０
２
５
年
度
は
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
防
災

調
理
の
実
践
や
Ａ
コ
ー
プ
商
品
の
特
徴
や
活
用
を
学
ぶ
講
座
、

親
睦
を
深
め
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

閉
校
式
当
日
に
は
最
後
の
研
修
と
し
て
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教

室
が
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
鹿
本
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
代
表
の
林
田
泰

穂
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て
、
色
鮮
や
か
な
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を

卒
業
記
念
と
し
て
作
製
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
原
山
寅
雄
組
合
長
か
ら
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、

受
講
生
は
達
成
感
に
満
ち
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
内
容
ば
か

り
で
充
実
し
て
い
た
」
「
仲
間
と
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
で

き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
担
当
の
堀
川
美
紀
職
員
は
「
あ
そ
っ
娘
☆
短
期

大
学
で
の
学
び
や
つ
な
が
り
を
今
後
の
地
域
活
動
に
活
か

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝
あ
そ
っ
娘

☆
短
期
大
学
の
卒
業
生
・
関
係
者
／
卒
業
記
念
を
作
製
す
る
あ
そ
っ

娘
の
皆
さ
ん
）

２
０
２
５
年
度〝
あ
そ
っ
娘
☆
短
期
大
学
〞閉
校
式

　

最
後
の
授
業
は「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
」

　

卒
業
記
念
に
色
鮮
や
か
な
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
製
」
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原
木
生
シ
イ
タ
ケ
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
小
国
町
で
２
月
12
日
、
小
国
郷
生
し
い

た
け
部
会
が
小
国
小
３
年
生
49
人
を
対
象

に
駒
打
ち
体
験
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
「
小
国
学
」
と
い
う
授
業
で

小
国
町
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
授
業
の
一

環
と
し
て
町
の
特
産
物
で
あ
る
原
木
生
シ
イ

タ
ケ
に
つ
い
て
深
堀
し
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

駒
打
ち
体
験
の
前
に
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農

指
導
員
の
木
下
翔
太
職
員
が
菌
床
シ
イ
タ

ケ
と
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
違
い
や
、
シ
イ
タ

ケ
パ
ッ
ク
が
自
分
た
ち
（
消
費
者
）
の
手

元
に
届
く
ま
で
の
仕
組
み
、
栽
培
工
程
、

生
産
者
の
工
夫
や
努
力
に
つ
い
て
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

　

駒
打
ち
は
直
径
15
㎝
、
長
さ
１
ｍ
程
に

切
り
分
け
た
ク
ヌ
ギ
の
原
木
に
、
穴
を
35

個
前
後
開
け
、
児
童
ら
は
金
づ
ち
で
一
つ
一

つ
丁
寧
に
駒
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　

小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
の
松
野
英
一

部
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な

声
を
聞
く
と
自
分
た
ち
も
や
る
気
が
出
る
。

こ
れ
か
ら
春
子
の
出
荷
が
始
ま
る
の
で
美
味

し
い
シ
イ
タ
ケ
を
た
く
さ
ん
の
方
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
ら
は
「
原
木
が
重
く

て
運
ぶ
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
駒
打
ち
が

楽
し
か
っ
た
。
早
く
収
穫
し
た
い
。
穴
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
駒
打
ち
が
た
く
さ
ん
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
駒
打
ち
を
す
る
小
学
生
）

　

小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
は
２
月
21
日
、

福
岡
市
立
石
丸
小
学
校
で
原
木
シ
イ
タ
ケ

の
駒
打
ち
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。
体
験

会
に
は
同
校
の
３
年
生
約
１
０
０
人
、
校

区
住
民
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
会
で
は
先
ず
部
会
員
が
シ
イ
タ
ケ

の
生
産
過
程
や
菌
床
シ
イ
タ
ケ
と
の
違
い
、

駒
打
ち
の
仕
方
な
ど
を
説
明
。
参
加
者
は

直
径
15
㎝
、
長
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
原
木
に
約

35
個
の
穴
を
開
け
「
コ
ン
、
コ
ン
、
コ

ン
」
と
金
づ
ち
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
駒

を
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
シ
イ
タ
ケ
栽
培
が
こ
ん

な
に
大
変
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
原
木

シ
イ
タ
ケ
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
れ
た
」、「
１

年
半
後
の
10
月
の
収
穫
祭
が
楽
し
み
だ
。

早
く
自
分
の
原
木
の
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ
た

い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

松
野
英
一
部
会
長
は
「
出
荷
を
行
っ
て

い
る
福
岡
の
販
売
先
で
の
消
費
宣
伝
や
食

育
活
動
は
大
切
だ
。
石
丸
校
区
で
の
活
動

は
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
知
ら
な
い
人
も

ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
今
後
も
こ
の
活
動
を

部
会
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

体
験
会
後
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
試
食
や

生
シ
イ
タ
ケ
パ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

生産各部会の総会・反省会・出荷・イベントなどの情報①

小
国
小
の
３
年
生
が
駒
打
ち
体
験

　

＝
小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
＝

消
費
宣
伝
や
食
育
活
動
を
兼
ね

福
岡
市
の
小
学
生
や
校
区
住
民
と
交
流

駒
打
ち
体
験
会
に
は

親
子
連
れ
な
ど
大
勢
の
人
々
が
参
加
し
て

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
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生産各部会の総会・反省会・出荷・イベントなどの情報②
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
２
月
４
日
、

中
部
と
南
部
の
２
地
区
で
現
地
検
討
会
を

開
き
ま
し
た
。
当
日
は
部
会
員
や
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
年
内
の
販
売
実
績
報
告
や

生
育
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
春
先
の
気
温
上
昇
に
伴

い
病
害
虫
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
や
薬
剤

抵
抗
性
に
配
慮
し
た
効
率
的
な
防
除
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

現
在
（
取
材
時
）
の
生
育
状
況
に
つ
い

て
営
農
指
導
員
は
「
１
月
下
旬
か
ら
の
低

温
傾
向
に
よ
り
、
果
実
の
肥
大
自
体
は
良

好
だ
っ
た
。
２
番
果
の
出
荷
も
順
調
で
販

売
促
進
活
動
な
ど
の
ピ
ー
ク
に
合
わ
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
圃
場
で
３
番

花
の
連
続
出
蕾
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
３

月
下
旬
ま
で
は
潤
沢
な
出
荷
を
見
込
ん
で

い
る
」
と
今
後
の
見
通
し
を
語
り
ま
し
た
。

　

検
討
会
に
は
県
振
興
局
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
春
先
へ
向
け
た
適
切
な
温
度
管
理

や
、
安
定
し
た
収
穫
を
維
持
す
る
た
め
の

草
勢
管
理
に
つ
い
て
も
指
導
が
行
わ
れ
、
部

会
員
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
は
、
最
盛
期
後
半
に
向
け

た
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
の
安
定
供
給
と
、
さ

ら
な
る
販
売
実
績
の
積
み
上
げ
に
向
け
て

決
意
を
新
た
に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
い
ち
ご
部
会
現
地
検
討
会
の
様
子
）

　

い
ち
ご
部
会
は
３
月
５
・
６
日
、
全
戸

圃
場
巡
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

巡
回
は
春
先
の
品
質
維
持
と
安
定
出
荷

を
目
的
に
行
わ
れ
、
部
会
役
員
や
阿
蘇
地

域
振
興
局
職
員
、
営
農
指
導
員
が
圃
場
を
巡

回
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
気
温
の
上
昇
や
収

穫
量
の
増
加
に
伴
い
、
品
質
低
下
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
中
、
各
圃
場
の
管
理

状
況
の
確
認
と
個
別
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

圃
場
で
は
重
点
的
に
葉
よ
け
・
花
出
し

作
業
の
実
施
状
況
や
収
穫
時
の
着
色
基
準
、

株
の
草
勢
、
着
果
状
況
、
果
実
品
質
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

巡
回
の
結
果
、
全
体
的
に
良
好
な
生
育

状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
部
に
「
灰
色

カ
ビ
病
」
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

徹
底
し
た
防
除
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

園
田
賢
臣
部
会
長
は
「
作
業
の
遅
れ
や

品
質
不
良
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
地

区
役
員
や
営
農
指
導
員
に
よ
る
巡
回
指
導

を
継
続
し
、
産
地
全
体
で
の
高
品
質
な
イ

チ
ゴ
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
く
」
と
巡

回
の
目
的
を
話
し
、
江
藤
秀
晃
指
導
員
は

「
春
先
は
気
温
上
昇
に
よ
り
品
質
管
理
が

極
め
て
重
要
に
な
る
時
期
。
良
好
な
草
勢

の
維
持
と
品
質
確
保
に
向
け
、
基
本
管
理

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
今
後
も
、
販
売
担
当
者
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
圃
場
状
況
を
共
有
し
、

荷
造
り
時
の
チ
ェ
ッ
ク
態
勢
の
強
化
を
図

り
、
市
場
や
消
費
者
へ
の
信
頼
向
上
に
繋

げ
て
い
く
方
針
で
す
。

写
真
＝
部
会
役
員
に
よ
る
圃
場
視
察
の
様
子

３
月
下
旬
ま
で
潤
沢
な
出
荷
見
込
み

　
　

＝
い
ち
ご
部
会
現
地
検
討
会
＝

役
員
全
戸
圃
場
巡
回
で

　
　
　

春
先
の
品
質
維
持
を
徹
底

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
３
月
３
日
、

阿
蘇
市
で
令
和
８
年
産
の
出
荷
査
定
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

査
定
会
に
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
取
引
市
場

関
係
者
、
部
会
員
な
ど
約
90
名
が
参
加
し
、

市
場
情
勢
報
告
や
販
売
計
画
、
出
荷
規
格

な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
挨
拶
で
「
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
通
し
て
、
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
と
販
売
力
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と

販
売
額
９
億
６
０
０
０
万
円
め
ざ
す

＝
ア
ス
パ
ラ
部
会
出
荷
査
定
会
＝

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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熊
本
県
内
有
数
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産

地
で
あ
る
Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
は
（
３
月
中

旬
取
材
時
）
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
一
の
宮
町
の
選
果
場
に
は
連
日
、

収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が

次
々
と
持
ち
込
ま
れ
、
職
員
ら
が
長
さ
や

太
さ
を
確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に
選
別
・
箱

詰
め
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

出
荷
は
九
州
を
中
心
に
関
東
や
関
西
の

市
場
に
も
送
り
出
さ
れ
、
消
費
地
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
年
産
は
鮮
や
か
な
緑
色
と
柔
ら
か
な

食
感
が
特
徴
の
良
質
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

穴
井
敬
大
指
導
員
は
「
昨
年
に
比
べ
る

と
太
物
階
級
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
秀
品

率
・
品
質
と
も
に
良
好
な
の
で
自
信
を
持

っ
て
販
売
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

出
荷
は
４
月
中
旬
頃
ま
で
続
く
見
込
み
で
、

生
産
者
は
品
質
管
理
を
徹
底
し
な
が
ら
安
定

出
荷
に
努
め
て
い
ま
す
。（
写
真
左
＝
１
本
１

本
丁
寧
に
選
果
さ
れ
る
新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）

生産各部会の総会・反省会・出荷・イベントなどの情報③

ア
ス
パ
ラ
春
芽
出
荷
ピ
ー
ク
迎
え
る

出
荷
は
４
月
中
旬
頃
ま
で
続
く
見
込
み

※
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
令
和
８
年
産
計
画
を
生
産
者

95
名
（
前
年
同
比
）、
収
穫
面
積
31
・
２ 

ha
（
同
97
％
）、
出
荷
量
８
０
０
ｔ（
同
１

１
７
％
）、
販
売
金
額
９
億
６
０
０
０
万
円

と
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
産
の
出
荷
前
概
況
は
、
昨
秋

季
か
ら
黄
化
が
良
好
に
進
み
冬
季
も
５
度

以
下
の
日
が
多
く
、
十
分
な
休
眠
と
な
っ

た
こ
と
で
春
芽
は
昨
年
よ
り
増
収
す
る
と

予
想
さ
れ
、
３
月
中
旬
か
ら
本
格
的
な
出

荷
が
始
ま
り
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬

頃
出
荷
ピ
ー
ク
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

同
部
会
で
は
反
収
前
年
比
10
％
ア
ッ
プ

や
消
費
地
と
の
情
報
交
換
強
化
を
基
本
方
針

に
掲
げ
、
生
産
者
一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
出

荷
量
・
品
質
向
上
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
写
真
＝
挨
拶
す
る
原
山
組
合
長
）

表紙で紹介のアスパラガス生産者 山本 海登さん
高校の同級生 松田優也さんと支え合い 阿蘇の農業を盛り上げる！

　県内有数のアスパラガス産地であるＪＡ阿蘇管内で、春の味覚として親しまれている春
芽アスパラガスの出荷が最盛期を迎えています。冷涼な気候と豊かな水に恵まれた阿蘇は
みずみずしく、甘みのあるアスパラが育つ産地として人気を集めています。
　阿蘇市の山本海登さん（27）は、品質の高いアスパラづくりに励んでいます。山本さんは
ＪＡ阿蘇が阿蘇地域振興局から委託され、県認定機関の就農支援ＮＰＯや各７市町村と連
携し、就農希望者と農業師匠とのマッチングを独自に行う「農業師匠制度」を活用。就農
希望者に必要な技術や知識を指導する農業師匠の下で2年間研修し、2021年3月独立、今
年で6年目を迎えました。現在約30.5ａのハウスでアスパラガスを栽培していますが、１人での作業や今後の規模拡大
に不安を感じていました。そこで支えとなったのが同じ阿蘇市で夏秋大玉トマトを栽培している松田優也さんでした。
２人は高校の同級生で、それぞれの作業が忙しい時期を助け合っています。現在は山本さんが増設するハウス建設を手
伝っています。お互い自分でハウスを建てたことがないため、楽しみながら建設をしているそうです。
　山本さんは「松田さんの支えがあって、作業の効率化・規模拡大に繋がっている」と話し、一方の松田さんも「お互
い助け合って、阿蘇の農業を盛り上げていきたい」と今後の目標を語っています。
　アスパラガスの収穫は早朝から始まり、ハウス内を丁寧に見回りながら１本１本手作業で刈り取ります。アスパラガ
スは生育が早く、わずか１日で大きく伸びるため、収穫のタイミングが品質を左右する重要な作業だと言います。
　山本さんは「消費者に新鮮でおいしい阿蘇のアスパラガスを届けたい」と、土壌分析や施肥設計など細やかな栽培管
理を徹底しています。収穫されたアスパラはＪＡ阿蘇の選果場に持ち込まれ、選別・箱詰めされた後、九州を中心に関
東や関西の市場へ出荷されています。山本さんは「手間はかかるが、その分やりがいも大きい。多くの人に阿蘇のアス
パラガスのおいしさを味わってほしい」と笑顔で語り、これからも品質の高いアスパラガスづくりに取り組み、産地の
発展につなげていきたいと抱負を語っていました。（写真上＝ハウスで作業をする山本海登さん）
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出身地：阿蘇市

趣味：ゲーム･動画鑑賞･散歩

抱負：粉骨砕身の精神で日々
努力していきます。

いで かすみ

出身地：阿蘇市

趣味：ゲーム･友達と遊ぶこと

抱負：地域の皆さんとコミュ
ニケーションを取っていき、
阿蘇をもっと元気にしたいで
す。また、職場の皆さんと楽
しく明るく仕事をしていきた
いです。

にしむら ゆうせい

出身地：南阿蘇村

趣味：ゲーム・世界史

抱負：地元の農業と生活を支
えていくと共に、自分自身も
農業に関わる人間として成長
し、農業を引っ張っていく存
在になりたいです。

は た さとる

出身地：阿蘇市

趣味：映画やドラマ鑑賞、
　　　マンガ

抱負：組合員さんとのコミュ
ニケーションを大事にし、阿
蘇の発展に少しでも貢献でき
るように日々の業務に取り組
んでいきます。

わ くたむら

井手 佳寿美 西村 有生 羽田　悟 田村 湧空

💜よろしくお願いいたします💜  令和8年度 新入組職員紹介

羽田　　悟　　阿蘇南中央支所購買課購買係（グリーンなんごう）

西村　有生　　営農部中部営農センター園芸課園芸係

田村　湧空　　一の宮中央支所購買課購買係（一の宮グリ－ン）　

井手佳寿美　　一の宮中央支所金融課金融係

新入職員内示名簿（令和8年 4月 1日）

氏　名 内　　示

ＪＡ阿蘇互助会ボウリング大会 開催
本支所・部署を越えた交流の輪が広がる！

　1月24日、職員相互の親睦と交流を深めることを目的に「ＪＡ阿蘇互助会ボウリング大会」を開催しました。

当日は役職員約100名が参加し、会場は笑顔と歓声に包まれました。久しぶりにボウルを手にする職員も多く、最初は緊

張した様子も見られましたが、ストライクやスペ

アが出るたびに拍手が起こり、自然と本支所・部

署を越えた交流の輪が広がっていきました。

　互いに声を掛け合いながらプレーする姿が印象

的で、和やかな雰囲気の中にも真剣勝負の場面が

あり、大いに盛り上がる大会となりました。

　今回の交流を通して深まった繋がりを、今後の

業務に活かして参ります。
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ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ① （令和8年4月1日発令）

氏　名 新 辞 令 旧 辞 令

佐藤　順紀　　金融共済部長     金融部長

藤本　明大　　西原支所長     審査・債権対策室長

中島　隆文　　一の宮中央支所長    一の宮中央支所金融課長

宮川　己則　　営農部中部営農センター農産課農産係兼地域農業再生協議会担当（産山駐在）（中央支所長待遇） 一の宮中央支所長

松岡　勝也　　購買部次長兼購買課長    購買部購買課長

下田　智裕　　監査室長（次長待遇）    総務部経理課長

小島　一夫　　購買部ＪＡ阿蘇農機車輌センター統括  購買部ＪＡ阿蘇車輌センター統括（阿蘇町駐在）

秋吉　武臣　　金融共済部統括課長兼共済普及課長兼共済推進トレーナー 金融部資産推進課長

阿部　ルミ　　金融共済部金融融資推進課長   金融部融資推進課長

金丸　美和　　小国郷中央支所金融課長    小国郷中央支所共済課長

山内美奈子　　金融共済部金融資産推進課長   阿蘇町中央支所金融課長

中川　慎一　　総務部リスク管理課長    共済部普及課長兼共済推進トレーナー

田代　　勝　　総務部経理課長     阿蘇南中央支所購買課長（グリーンなんごう店長）

井手　友和　　一の宮中央支所金融課長    一の宮中央支所購買課長（一の宮グリーン）

原部真寿美　　小国郷中央支所金融課長代理   小国郷中央支所共済課ＬＡ係

瀬井　真美　　営農部南部営農センター農産課農産係兼畜産課畜産係兼南部地区女性部統括 営農部南部営農センター農産課農産係兼畜産課畜産係兼女性部係

小島　多美　　営農部精算課精算係    営農部精算課長

高橋なるみ　　一の宮中央支所共済課長    一の宮中央支所共済課共済係

中嶋しおみ　　金融共済部共済保全課長    共済部保全課保全係長兼共済事務インストラクター

鎌倉　柳二　　阿蘇町中央支所金融課長    阿蘇町中央支所金融課長代理兼融資係（融資専任渉外担当）

出口　創平　　小国郷中央支所共済課長    営農部小国郷営農センター直販事業課長

長野　哲也　　購買部ＪＡ阿蘇農機センター長（阿蘇町駐在） 購買部ＪＡ阿蘇農機センター統括（阿蘇町駐在）兼高森支所ＪＡ阿蘇農機センター長

佐竹　寛伸　　阿蘇南中央支所購買課長（グリーンなんごう店長） 阿蘇南中央支所購買課長代理（グリーンなんごう）

井　　達子　　西原支所長代理兼金融共済係兼女性部係  西原支所長代理兼金融共済係

宅野　幸大　　阿蘇町中央支所金融課長代理兼融資係（中部地区・北部地区融資専任渉外担当） 小国郷中央支所金融課金融係長（北部地区・中部地区融資専任渉外担当）

山本　孝子　　金融共済部共済保全課保全係   共済部保全課長代理

酒井ゆかり　　阿蘇南中央支所共済課共済係   西原支所金融共済係兼女性部係

橋本　潤一　　小国郷中央支所金融課金融係   営農部小国郷営農センター直販事業課営業係長

井川　美香　　阿蘇町中央支所共済課共済係   共済部保全課保全係兼共済事務インストラクター

姫野　活昭　　営農部南部営農センター農産課農産係兼園芸課園芸係 営農部南部営農センター農産課農産係兼蘇陽青壮年部担当

伊藤あずさ　　金融共済部共済普及課共済推進トレーナー 共済部普及課共済推進トレーナー

岩下　龍二　　阿蘇町中央支所購買課購買係長（グリーンショップやまびこ）兼中部ＬＰガスセンター長 阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）兼中部ＬＰガスセンター長

小林　千春　　金融共済部金融資産推進課資産推進係  金融部資産推進課資産推進係

下村　実加　　小国郷中央支所共済課ＬＡ係   営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（品質管理）

片倉　洋平　　金融共済部金融融資推進課融資推進係  金融部融資推進課融資推進係

下田麻奈美　　金融共済部金融資産推進課資産推進係  金融部資産推進課資産推進係

室　富美幸　　一の宮中央支所購買課長（一の宮グリーン） 一の宮中央支所共済課長

梶原　治美　　営農部精算課長     営農部精算課精算係
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ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ② （令和8年4月1日発令）

氏　名 新 辞 令 旧 辞 令

河原　　浩　　阿蘇町中央支所購買課阿蘇町給油所長兼北部ＬＰガスセンター主任 阿蘇町中央支所購買課阿蘇町給油所長

小嶋　幸俊　　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係   購買部購買課購買係

宮崎　和美　　金融共済部共済保全課保全係兼共済事務インストラクター 阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

甲斐　亮太　　営農部南部営農センター園芸課指導販売主任兼青壮年部担当 営農部南部営農センター園芸課指導販売係兼青壮年部担当

渡邉　雄大　　小国郷中央支所共済課ＬＡ係   営農部園芸課特販係

上島　由香　　阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係   阿蘇町中央支所金融課金融係兼ＬＰＣ担当

野口　梨沙　　金融共済部共済保全課保全係兼共済事務インストラクター 共済部保全課保全係兼共済事務インストラクター

伊藤　　豊　　営農部園芸課特販係    小国郷中央支所共済課ＬＡチーフ

井野　敬介　　阿蘇町中央支所ＪＡ阿蘇農機センター係（センター長待遇） 阿蘇町中央支所ＪＡ阿蘇農機センター長

井　　早苗　　一の宮中央支所共済課共済係   一の宮中央支所共済課ＬＡ係

髙宮　真悟　　営農部南部営農センター畜産課畜産係兼農産課農産係 阿蘇南中央支所共済課南部地区（Ａブロック）ＬＡ係

中村　千春　　小国郷中央支所金融課金融係兼ＬＰＣ担当 小国郷中央支所金融課金融係

浅久野美雪　　総務部総務人事課総務人事係   阿蘇町中央支所共済課ＬＡ係

古澤　秀樹　　購買部付経済連阿蘇中部物流センター出向 高森支所金融共済課金融共済係

友岡　康博　　阿蘇南中央支所共済課南部地区（Ａブロック）ＬＡ係 営農部南部営農センター畜産課主任

濱﨑　翔大　　金融共済部共済保全課事故相談係   共済部保全課事故相談係

黒田　将司　　営農部小国郷営農センター農産課農産係  営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（ヨーグルト工場）

下谷　莉沙　　阿蘇町中央支所金融課金融係兼ＬＰＣ担当 小国郷中央支所金融課金融係兼ＬＰＣ担当

藤吉　友也　　営農部南部営農センター園芸課指導販売係兼農産課農産係 営農部南部営農センター園芸課指導販売係

清高　直樹　　小国郷中央支所共済課ＬＡチーフ   小国郷中央支所共済課ＬＡ係

渡邊　正代　　阿蘇南中央支所共済課共済係兼女性部係  阿蘇南中央支所共済課共済係兼南部地区女性部統括

岩下　美和　　高森支所金融共済課金融共済係兼女性部係 高森支所共済課南部地区（Ｂブロック）ＬＡ係

綿貫　純也　　営農部小国郷営農センター（小国郷営農センター付） 営農部小国郷営農センター直販事業課牛乳工場・ヨーグルト工場統括係長

佐藤　　稔　　購買部購買課購買係    購買部付経済連阿蘇中部物流センター出向

佐藤　　雅　　高森支所共済課南部地区（Ｂブロック）ＬＡ係 営農部南部営農センター園芸課指導販売係

宇野　　勝　　営農部中部営農センター農産課カントリー係 営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（牛乳工場）

河津　侑志　　金融共済部共済保全課保全係兼共済事務インストラクター 営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（牛乳工場）

吉田　　結　　小国郷中央支所共済課共済係   営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（牛乳工場）

髙村　　涼　　営農部小国郷営農センター（小国郷営農センター付） 営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（牛乳工場）

河津　翔太　　営農部小国郷営農センター（小国郷営農センター付） 営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（牛乳工場）

西村　出海　　一の宮中央支所購買課産山購買係（一の宮グリ－ン） 営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（牛乳工場）

堤　　優大　　総務部リスク管理課リスク管理係   営農部中部営農センター園芸課園芸係

東　　政則　　小国郷中央支所購買課購買係   営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（ヨーグルト工場）

山口　　洋　　一の宮中央支所購買課（一の宮グリ－ン）兼青壮年部担当 一の宮中央支所購買課産山購買係（一の宮グリ－ン）兼青壮年部担当

清塘　大悟　　阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ） 阿蘇町中央支所共済課共済係

宇都宮　悠　　営農部小国郷営農センター畜産課畜産係  営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（乳製品加工）

山本　祥子　　一の宮中央支所共済課ＬＡ係   一の宮中央支所金融課金融係



16

JAあそだより No.146

前号「ひな祭り」答えとプレゼント（イチゴ恋みのり2パックセット）当選者5名様

   　   ＝答え＝
① お父さんのボタン
② 犬の耳の飾り
③ お雛さまの扇
④ 女の子の口
⑤ コップのジュース

イラスト違い探し「鯉のぼり」応募方法

探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「鯉のぼり」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて応募してください。
正解者の中から抽選で 4名様に

「アスパラガス 1㎏セット」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 8年 5 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

阿蘇品桃禾  様

佐藤　　泉  様

山口　諭一  様

佐藤　悦子  様

中村とし子  様

（阿蘇市）

（阿蘇市）

（山都町）

（阿蘇市）

（産山村）

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和8年2月26日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．報告事項

　1月末実績について

　１）貸出金について（案）

報告事項

　１）ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針の変更について

　２）令和7年度決算棚卸監事監査実施要領について

　３）令和8年度監事監査計画書について

　４）令和7年度決算棚卸休業について（金融部・購買部）

　５）令和7年度アグリイノベーションフェアー実績について

　６）職員募集要領について

　７）自主検査結果報告について（令和7年12月）

　８）ＪＡ阿蘇活動総合3カ年計画進捗状況について

　　（令和7年12月末）

4．閉会

日時：令和8年3月27日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　委員会報告（総務専門委員会・経済専門委員会・金融共済専門

　委員会・債権管理委員会）

　2月末実績について

　１）貸出金について（案）

　２）宅地等供給事業実施規程の改正について（案）

　３）令和8年度 余裕金運用方針及び

　　 第1四半期余裕金運用方針についてについて（案）

　４）令和8年度 貸付金利率の最高限度及び借入金の最高限度に

　　 ついて（案）

　５）信用の供与等の限度について（案）

　６）令和8年度 小口ローン金利施策について（案）

　７）令和8年度 内部監査計画書について（案）

　８）令和8年度 役員報酬について（案）

　９）経済債権償却について（案）

　10）年度末賞与の支給について（案）

報告事項

　１）内牧機械化店舗の解体について

　２）令和8年度ＡＴＭ更新計画について　　　↗

　３）窓口での特殊詐欺対策における警察通報基準の設定に

　　 ついて

　４）効率化店舗等ガイドラインについて

　５）令和７年度導入家畜等棚卸監査報告書について

　６）内部統制システムに関する検証結果について

　７）蘇陽農機センター閉鎖について

　８）自主検査結果報告について（令和8年1月）

　９）ＪＡ阿蘇ブランド推進協議会設立について

　10）令和8年度 定例理事会日程について

4．閉会

日時：令和8年2月18日午後1時～

場所：一の宮中央支所大会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和7年度上期決算監事監査回答書について

　２）令和7年度導入家畜等棚卸監査報告書について（案）

報告事項

　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　②令和7年度決算監事監査日程について

　③第2回常勤理事との定例会議次第について

　④令和8年度内部監査計画書について（案）

　⑤行事予定について

4．閉会

日時：令和8年3月12日午後1時30分～

場所：本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和7年度決算棚卸監査実施手続等（人員配置・実査場所）に

　　 ついて

　２）令和7年度内部統制システムに関する検証結果について

　３）みのり監査法人「令和8年度監査報酬見積書（仮）」について

報告事項

　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　②令和8年度 監事会年間計画及び監事監査等計画について

　③取適法（中小受託取引適正化法）の改正における内部手続きの

　　変更について

　④行事予定について

4．閉会

■令和7年度第13回理事会

■令和7年度第14回理事会

■令和7年度第11回監事会

■令和7年度第12回監事会
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特殊詐欺被害防止に向けたATM利用限度額の
変更のお知らせ
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